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はすべて10%ホルマリン液に固定した後，通法にしたがって Paraffin に包埋し，厚さ約 6μ の切片


































5) 装着期聞による影響を知るため，装着期聞が 3 年未満のもの， 4 - 6 年のもの， 7 年以上のも
のに分け比較検討したが，各群の聞に差異はほとんど認められなかった。
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論文の審査結果の要旨
本研究は，固定性橋義歯が装着されていたヒトについて，橋体下粘膜の組織変化を調べたもので，
従来ほとんどわかっていなかった橋体下粘膜に対する面接触橋体の影響因子に関して，重要な知見を
得た価値ある業績であると認める。
よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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